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転換｣ をなし遂げて, この新しい視点か ら,


































































































































































































































































































































































































































































































































































































冨豊富競 ( 呈ハ ビ リト ショ孟 (1970年以
後)-I.->医







































































老 ･病 ･死｣を技術的に操作 しようとするもの
であるが,｢生 ･老 ･病 ･死｣ そのものはあら
ゆる操作の彼岸であり,我々が厳粛に受けとめ
て ｢生 ･老 ･病 ･死｣する他無いものである｡































も触れた (Ⅲ参照)が, これは,｢健康｣ の視
点に立つとき,極めて重要な分野であることが
解る｡ なぜかといえば,ケアの立場こそ,｢人
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近世では,ケプラー,ブルーノ, ライプニッツ,
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東洋の--モニー観の典型は華厳の理 (｢-｣)
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〔終りに〕
この小論の執筆に当っては,依頼に応えて西ドイツ
の30余の研究機関から送られて来た文献が基本資料と
なった｡協力の労を惜しまれなかった彼の地の研究機
関に,ここで心からの感謝を申し述べる｡紙幅の関係
で,ここに取り上げられなかった多くの資料について
は,また機会を改めて考察したい｡
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